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Ａ３出力時は、表記縮尺の倍です。
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完了

断面修復材充填

プライマー塗布

脆弱部除去

【 施工手順 】

断面修復材

(無収縮ポリマーセメント)

プライマー塗布

下地処理

(清掃)

高さ(平均30mm)

1.剥離 及び 浮上コンクリートは、ハンマー等で完全に取り除く

(注記)

完了

断面修復材充填

鉄筋防錆材塗布

プライマー塗布

鉄筋の錆除去

脆弱部除去

【 施工手順 】

1.剥離 及び 浮上コンクリートは、ハンマー等で完全に取り除く

(注記)

断面修復材

(無収縮ポリマーセメント)

鉄筋防錆材塗布

プライマー塗布

下地処理

(清掃)

高さ(平均50mm)

発
錆

範
囲

シ－ル材

エポキシ樹脂系エポキシ樹脂系

注入材

50mm(幅)x3mm(厚さ)xL(長さ)

深さ

(比重1.15)

(比重1.70)

表面仕上げ工

シール工・注入工

注　入　工

補修箇所調査

表面処理･注入パイプ設置

施工手順

ひびわれ注入工

完了

断面修復材充填

鉄筋防錆材塗布

プライマー塗布

鉄筋の錆除去

脆弱部除去

【 施工手順 】

1.剥離 及び 浮上コンクリートは、ハンマー等で完全に取り除く

(注記)

断面修復材

(無収縮ポリマーセメント)

鉄筋防錆材塗布

プライマー塗布
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(清掃)
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番号

平均厚50mm
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合計

番号

平均厚30mm

合計

剥離･鉄筋露出

剥離･鉄筋露出

剥離･鉄筋露出

剥離･鉄筋露出

剥離･鉄筋露出 1

1

1

1

1

番号 部材名 W(mm) L(m)

1

合計

主桁

剥離･鉄筋露出 19

1

1

1

剥離･鉄筋露出 1

剥離･鉄筋露出 1

10

11

番号

1 剥離･鉄筋露出

2 剥離･鉄筋露出 1

1

断面修復工B集計表

断面修復工C集計表

合計

主桁

主桁

主桁

主桁

0.400

剥離･鉄筋露出 13 主桁

剥離

剥離

剥離

剥離･鉄筋露出 10.150 0.150 0.023

剥離･鉄筋露出 1

剥離･鉄筋露出 0.020

剥離･鉄筋露出 1

剥離･鉄筋露出 1 0.020

剥離･鉄筋露出 1

剥離･鉄筋露出 10.150

剥離･鉄筋露出 1

剥離･鉄筋露出 10.150

剥離･鉄筋露出 1

剥離･鉄筋露出 1

剥離･鉄筋露出 1

剥離･鉄筋露出 1

剥離･鉄筋露出 1

剥離･鉄筋露出 1 0.020

剥離･鉄筋露出 1

剥離･鉄筋露出 1

剥離･鉄筋露出 0.020

剥離･鉄筋露出 10.150

剥離･鉄筋露出 1

剥離･鉄筋露出 10.150
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床版

床版

床版

主桁
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主桁

主桁

主桁

主桁

主桁

主桁

主桁

主桁

主桁

主桁

主桁

主桁

主桁

主桁

主桁

主桁

主桁

主桁

主桁

主桁

床版

床版
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断面修復工A集計表

損傷の種類 部材名 W(m) L(m) A(m )2N(箇所)t(m) V(m )3 損傷の種類 部材名 W(m) L(m) A(m )2N(箇所)t(m) V(m )3

0.030 0.0005

0.030

0.030

0.0024

0.0030

0.0059

損傷の種類 部材名 W(m) L(m) A(m )N(箇所)t(m) V(m )

0.050 0.0032

0.050 0.0040
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0.050 0.0070
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う　き

上部工補修図

上部工補修図
(伊勢路橋)

桁下面図
S=1:50

断面修復工B　詳細図
S=None

断面修復工C　詳細図
S=None

ひびわれ注入工

エポキシ樹脂低圧注入

S=None

断面修復工A　詳細図
S=None

D
1

D
1

D2

(鉄筋錆がある場合は発錆範囲＋D1まではつり出す)

2.錆が鉄筋の裏面まで達する場合は、鉄筋防錆材塗布が可能な深さD2まで、はつりとる

3.鉄筋は、ワイヤーブラシ等で錆を除去し、鉄筋防錆材を塗布する

D
1

D
1

D2

(鉄筋錆がある場合は発錆範囲＋D1まではつり出す)

2.錆が鉄筋の裏面まで達する場合は、鉄筋防錆材塗布が可能な深さD2まで、はつりとる

3.鉄筋は、ワイヤーブラシ等で錆を除去し、鉄筋防錆材を塗布する

※D1、D2：施工可能幅 ※D1、D2：施工可能幅
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Ａ３出力時は、表記縮尺の倍です。
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材質：軟質ＰＶＣ（ポリ塩化ビニル）

注） 接着面は清掃し、油分、ごみ等を取り除くこと。
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″a″ 部

水切り設置工

材質：軟質ＰＶＣ（ポリ塩化ビニル）

500

注） 現地再計測の上、施工を行うこと。

水切り設置工詳細図

水切り設置工詳細図
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Ａ３出力時は、表記縮尺の倍です。
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Ａ３出力時は、表記縮尺の倍です。


